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尿 路感 染 症に 対す るCarfecilinの 使 用経 験

臨床的研究 第1報

林 睦雄 ・中野 博 ・石部知行

広島大学医学部泌尿器科学教室

(主任:仁 平寛巳教授)

緒 言

尿路感染症の治療 において,Carbenicillin(CBPC)

は グラム陽性球菌ならびにグラム陰性桿菌に対 して広範

囲の抗菌スペクトルを有 し,そ の毒性の少ないことから

近年広く用いられているが,今 回われわれは,英 国ピー

チャム社研究所で開発されたCarbenicillinの ブェニー

ルエステルである経口用ペニシリン製剤Carfecillinを

使用する機会を得たので,前 報の基礎的研究に続いて臨

床治療成績について報告する。Carfecillinは,経 口投

与により腸管から吸収されて速やかに加水分解 を受け

Carbenicillinと な り,血 中および尿中に高濃度に認め

られ,1錠 中にCarfecillinと して重量で500mg(Car-

benicillin換 算力価で397mg)を 含有するフィルムコー

ト錠である。

研究対象ならびに方法

対象は昭和49年6月 ～50年2月6で に広島大学医学部

付属病院泌尿器科外来において治療した13才 から67才 に

わたる男子3例,脱 落1例 を除 く女子19例,計22例 の

尿路感染症群,お よび24才 か ら46才 にわたる男子6例 の

前立腺炎群である。

尿路感染症群は,男 子は中間尿,女 子はカテーテル尿

を採取 し,そ の定量培養法によって細菌数 が104コ/ml

以上を示 し,自 ・他覚的所見の定型的な症例であ り,前

立腺炎群は臨床的に慢性前立腺炎様の症状を示 した症例

である。

尿路感染症群にはCarfecillinを1回0.59,1日4

回,7日 間経 口投与し,投 与前後に検尿,尿 中細菌定量

培養,1濃 度ディスク法による薬剤感受性テストおよび

自覚症状について検討を行ない,さ らに一部の症例では

投与終了後1週 目にも同様の検査を施行 した。前立腺炎

群ではCarfecillinを1回0.59,1日4回,14日 間経

口投与 し,投 与前後の自覚症状,前 立腺マッサージ後の

尿所見および尿中細菌定量培養の成績について検討 し

た。両群ともCarfecillin投 与 中は,他 の抗菌性薬剤,

消炎剤,解 熱鎮痛剤および胃薬などの併用ば行なってい

ない。

臨床効果の判定は,投 与前後の自覚症状と,他 覚的所

見として尿中白血球数および定量培養法による尿中細菌

数を参考とした。尿路感染症群では自覚症状として,頻

尿,排 尿痛,残 尿感について高度,軽 度,症 状なしの3

段階に分けて判定し,そ れぞれ治療後症 状の消失,改

善,不 変であるかを見,さ らにその3症 状の改善程度か

ら,自 覚症状に対する効果として,著 効,有 効,無 効と

3段 階に分け効果判定 した。尿中白血球数は,デ カント

法による尿沈渣鏡検高倍率(×400)で1視 野に0～2

コを(-),3～9コ を(+),10～19コ を(〓),20謙

以上を(〓)と 判定し,(-)と な ったものを著効,段

階の下がったものを有効,不 変あるいは段階の上がった

ものを無効とした。尿中細菌数では103コ/ml以 下にな

ったものを有効,細 菌の消失 したものを著効とした。以

上,臨 床効果の総合判定は,自 覚症状,尿 中白血球数お

よび尿中細菌数のいずれにも改善のみられたものを有効

とし,そ のうち菌の消失したものを著効とした。いずれ

にも改善のみられないものを無効,一 部に改善のみられ

たものをやや有効とした。

前立腺炎群では,自 覚症状の改善に重きを置き,前 立

腺マ ッサージ後の尿中白血球数および尿中細菌数を参考

として効果を判定した。副作用については,Carfecillin

使 用にもとつ くと思われるアレルギー様症状をあげると

ともに,大 半の症例に対して治療に伴 う腎機能(BUN,

血 清 クレアチニン)お よび消化管への影響をみると同時

に肝機能(血 清総ビリルビン,GOT,GPT,ア ル カリ

フォスファターゼ)お よび末梢血液像(RBC,WBC,

Hb,Ht)の 変動を検査 した。

成 績

1. 尿路感染症群に対するCarfecillin投 与に よる治療

成績

1) 自覚症状について(Table1)

自覚症状として,頻 尿,排 尿痛,残 尿感についてみる
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と,22例 中頻尿を訴えたものは20例,排 尿痛は18例,

残尿感は20例 にみられ,そ の改善程度はTable1に

示すように,い ずれ も80%以 上に効果がみられた。投与

終了後1週 目に来院した9例 では,増 悪 したものはみら

れなかった。

2) 膿尿について(Table1)

Carfecillin投 与前では22例 全例に膿尿がみられ,14例

が高度の,8例 が中等度の膿尿を示 した。Carfecillin投

与直後では,膿 尿消失例が9例,改 善のみられたもの11

例,改 善のみられなかったものが2例 であった。投与終

了後1週 目では,9例 中1例 の改善例に軽度の増悪がみ

られたが,そ のほかは変化なしが3例,膿 尿消失が5例

であった。

3) 起炎菌および尿中細菌数について(Table2)

Table 1 Clinical effects of carfecillin related to improvement of urinary symptoms and pyuria in patients 

with urinary tract infection

Table 2 Summary of bacteriological results of treatment with carfecillin in patients with urinary tract infection
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Carfecillin投 与 に よる細 菌 学 的 治 療成 績 に つ い て は

Table2に 一 括 表 示 した。Carfecillin投 与 前 に分 離 し

えた 菌 株 は22株 で,混 合 感 染 は み られ なか った 。E.coli

が12株 と最 も多 く,次 い でKlebsiella,Staphlocoms

epidermidisお よびStreptococcusの 各2株 で,Proteus

mirabilis, N.gonorrhoea, Entemcoccus, Pseudomonas

は それ ぞれ1株 で あ った。Carfecilllin投 与 直 後 で は菌

の 消失 が6例 に み られた が(E.coli4例,Staphrylococ-

cus epidermidis1例,N.gonorrhoea1例),菌 交 代

に よ りE.coliは 投 与 前 と同 様12株 と最 も多 く,次 い で

Klebsiellaの4株 で,Klebsiellaの 増 加 が み られ,そ の

うち3株 は 混 合 感 染 で あ った。 尿 中 細 菌 数 の 変 動 で は,

投 与 後103コ/ml以 下 にな った 例 が16例,う ち6例 は菌

の 消失 が み られ た が,6例 は投 与 後 にお い て も104コ/ml

以 上 であ った 。Carfecillin投 与 終 了後1週 目 に 観 察 で

き た9例 では,菌 消失2例 に再 び菌 が み られ た が,い ず

れ も102コ/ml以 下 で,そ の ほ か の7例 は菌 数 の減 少 あ

るい は 変 化 な しで,い ず れ も108コ/ml以 下 であ った 。

4) 臨 床 所 見 に認 め られ た 治 療 効 果(Table3)

以 上,臨 床 所 見 のCarfecillin投 与 に よる 治療 効果 を

み る と,自 覚 症 状 の 改 善 は 著 し く,著 効16例,有 効4例,

無 効2例 と,90.9%に 効果 がみ られ た 。 膿 尿 の改 善 は,

尿路症状に比し著効例は少ないが,有 効率は同 じであっ

た。尿中細菌数の改善は,前2者 に比し悪 く6例 に無効

例がみられ,有 効率は72.7%で あ った。

5) 起炎菌における薬剤感受性について(Table4)

什以上を感受性ありとすると,投 与前ではE.col2は

CBPCで12株 中9株,ABPCで9株 中6株,GMで は

6株 すべてに感受性がみられたが,Klebsiella, Pseudo-

monas, Proteusは 株数が少ないが,CBPC,ABPCの

いずれに対 しても耐性であった。また,グ ラム陽性球菌

は,CBPCで すべてに感受性がみられた。Carfecillin

投与後では,E.coliはCBPCで12株 中4株,ABPC

で11株 中2株,GMで8株 中7株 と前に比し感受性の低

下を示 した。

6)再 燃について

Table 3 Correlations between improvement of urinary symptoms, pyuria and bacteriological results

Table 4 Sensitivities of organisms to various antibiotics

Table 5 Side effect of treatment with carfecillin 

in 23 patients
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投与終了後1週 目に来院した9例(著 効5例,有 効4

例)に ついてみると,膿 尿で1例,尿 中細菌数で2例 に

軽度増加がみられたが,自 覚症状では変化なく再燃例は

1例 もみられなかった。

7)副 作用について(Table5,6)

1例(No.4)に 投与2日 目から食欲不振 がみ られ,

1例(No.2)に5日 目に〓痒感を伴 う皮疹 が全身にみ

られたが,投 与中止するほどではな く,投 与終了後に症

状の消失をみた。またこのほか,51才 の女性で服用3日

目に胃痛,悪 心強 く以後の服用を拒否した脱落例が1例

にみられた。

臨床検査所見はTable6に 一括表示した。末梢血検

査では,白 血球数は大半の例で軽度減少がみられ,症 例

15の投与前後とも正常値以下を除 くといずれも正常範囲

であった。赤血球数,ヘ モグロビン,ヘ マトクリットで

はCarfecillin投 与 による影響はみられなかった。肝機

能検査では.,GOTで1例(症 例1)に 正常値上界をや

や越える増加をみたが,そ のほかは投与前に異常値であ

Table 6 Laboratory data before and after treatment with carfecillin in patients with urinary tract infection
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ったものも投与後には正常範囲内になった。腎機能検査

では,BUNに おいて投与後20mg/dlを 越えていたも

のは3例 である。このうち1例 は投与前後 とも30mg/dl

で,他 の2例 はわずかの上昇にすぎず,し かも血中クレ

アチニン値は,2例 とも投与後は正常範囲内にあった。

クレアチニン値では2例 に,投 与後は上昇をみたが,い

ずれも1.6mg/dlでBUNは 正常範囲内であった。

2. 前立 腺炎群に対するCarfecillin投 与 による治療成

績(Table7)

治療成績はTable7に 示す とおりで,著 効1例,有

効2例 で,全 例に副作用は認められなかった。

3. 臨床的総合所見からみたCarfeciUin投 与による臨

床効果について(Table8)

以上,尿 路感染症群および前立腺炎群の臨床効果をみ

ると,単 純性急性尿路感染症12例 では,著 効5例,有 効

4例 で有効率75.0%,慢 性 および再発性尿路感染症6例

では,有 効3例 で有効率50%,複 雑性尿路感染症例4例

では,1例 著効,2例 有効で有効率75.0%で あった。

菌種別では,E.coli12例 中4例 著効,5例 有効で75%

の有効率で,Klebsidlaの2例 は有効1例,や や有効1

例,Pseudomonasの1例 は有効,Pmteus mimbilisの

1例 はやや有効であった。尿路感染症群の合計では,6

例著効,9例 有効,6例 やや有効,1例 無効で68.2%の

有効率でっあた。前立腺炎群は6例 中1例 著効,2例 有

効,2例 やや有効,無 効1例 で有効率50.0%で あ った。

考 案

Carbenicillinは,す でに広 く尿路感染症の治療に適用

されており,グ ラム陰性桿菌,と りわけPseudomonas

お よびProteusに 有効といわれており,し かも副作用が

少なく比較的安全に使用されている1)。しかし,こ れま

では静注,筋 注投与しかできなかったが,今 回われわれ

は新 しく合成されたCarbenicillinの フェニールエステ

ルである経口用抗生剤Carfecillinを 尿路性器感染症に

使用 した。尿路感染症群では,そ の大半が女性であ り,

起 炎菌 としてはE.coliが 最 も多 くみられ,投 与前の薬

剤感受性試験においてCBPCに 対 し75%に 感受性がみ

られ,治 療効果も75%と 比較的良い効果を示 したが,い

っぽ う投与後において4例 に菌交代現象が認められ,し

かも耐性を示すものが増加 した。Pseudomonas,Proteus

mirabilisは 各1例 で,前 者は有効であったが,症 例数少

なく効果について述べることは 困難である。Klebsiella

は投与後2例 から4例 に増加しており,CBPCのKle-

bsiellaに 対する感受性が低いとい うこれ までの報告6)

と一致する。グラム陽性球菌ではすべてに感受性がみら

れたが,3例 に菌交代がみられ有効率は60%で あ った。

総合臨床効果では,単 純性尿路感染症群としては有効率

66.7%と セ ファロスポリン系の臨床例の多 くが80%以 上

Table 7 Summary of treatment with carfecillin in patients with chronic prostatitis

Table 8 Clinical effects of treatment with  carfecillin in patients with genito-urinary  infection
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であるのに比 し劣っているが,複 雑性尿路感染症4例 の

成績では,む しろ優れていた2)3)5)。また,本 剤に よる

LEESら の成績では臨床効果は80%以 上 であ り,細 菌学

的効果も90%を 越 えているが4),わ れわれの成績では投

与前から耐性を示 している例が多 く含まれてお り,治 療

効果の低下はある程度やむをえないと思われる。また臨

床効果判定において,自 覚症状,尿 中白血球数すべてに

明らかな改善がみられないと有効に しておらず,さ らに

すべての症例に1日2.0g,1週 間の投与法 を採 ったこ

とに判定上無理があると思われ,症 例に応じてより長期

間ないし大量投与が必要と考えられる。

前立腺炎群では,慢 性前立腺炎の診断およびその自覚

症状にも問題が多 く正確な考察は困難であり,臨 床成績

の表示だけに止めておきたい。

副作用としては,他 のペニシリン製剤と同様のものが

考慮されるが,ア レルギー症状として発疹の現われた例

が1例 にみられた。また,胃 腸症状が強 く服用拒否した

例(脱 落例)お よび食欲不振を訴えた例がみられた。 そ

のほか今回の1日2.0g,7日 間の服用では末梢血液像,

血液生化学値に対する大きな影響はまずないといえる成

績であった。

結 語

尿路性器感染症29例 に対 し,Carbenicillinの フェニ

ールエステルである経口用ペニシ リン製剤Carfecillin

臨床治療成績を検討 し,以 下の結果を得た。

1) 投与法は,尿 路感染症群では1日2.0g,4回 分

服,7日 間投与,前 立腺炎群 では同量を14日 間投与 し

た。

2) 尿 路 感 染症 の 治療 効 果 は,単 純 性 急 性 尿 路 感染 症

12例 に お け る有 効 率 は75.0%,慢 性 お よび 再発 性 尿 路 感

染 症6例 で は50.0%,複 雑 性 尿 路 感 染 症4例 で は75.0%

であ った 。

3) 前 立 腺 炎 群6例 の治 療 効 果 は,著 効1例,有 効2

例 の50%の 有効 率 であ った 。

4) 副作 用 と して,1例 に 発 疹,1例 に食 欲 不 振 が み

られ た が,そ の他 に1例 は 胃痛 ・悪 心 の た め3日 問 で 投

与 を 中 止 した 。 末 梢 血 液 縁 お よび血 液 生化 学 値 に 対 す る

影 響 は み られ なか った 。

(稿 を終 る にあ た り,恩 師 仁 平 寛 巳 教授 の御 指 導,御 校

閲 を 感 謝 致 しま す。)

参 考 文 献

1) 石 神襄 次,他:尿 路 感 染 症 に対 す るCarbenicillin

の応 用 。Chemotherapy 17:1238～1243, 1969

2) 樋 口正 士,他:尿 路 感 染 症 とCephalexinGlaxo

-臨 床 的 研 究-
。 西日 泌尿31: 676～681, 1969

3) 加 藤 篤 二,他:Cephalexin Toriiの 臨 床 治 験。

西 目泌 尿31: 682～687, 1969

4) LEEs, L. T. &J. W. HARDING: Apreliminary 

trial of carfecillin. Brit. J. Clin. Practice 28

: 349～352, 1974

5) 三 浦 枡 也,他:Double blilld法 に よ る 半 合 成

Cephalosporin C系 経 口薬剤 お よ びAmpicillin

の 急 性 膀胱 炎 に対 す る 臨 床 成 績 。 泌 尿 紀 要16: 

242～247, 1970

6) 杉 田 篤 生,他:泌 尿 器 科 領 域 にお け るCarbeni-

cillinの 使 用 経 験。 泌 尿 紀 要16: 308～314, 1970



2460 CHEMOTHERAPY JULY 1975

CLINICAL EXPERIENCE WITH CARFECILLIN IN URINARY 

TRACT INFECTION

CLINICAL STUDY, REPORT I

MUTSUO HAYASHI, HIROSHI NAKANO and TOMOYUKI ISHIBE 

Department of Urology, Hiroshima University, Schoolof Medicine 

(Director : Prof. HIROMI NIHIRA) 

Carfecillin, penicillin preparation for oral use of phenyl ester of carbenicillin, has been applied in clinical 

practice, and following results were obtained. 
As a dosage, the drug was administered at a dose of 2.0 g divided into 4 for 7 days in a group of urinary 

tract infection, while the same dose for 14 days in a group of prostatitis. 
As to a treatment effect of urinary tract infection, an effective ratio of 75.0% was obtained in 12 cases of 

simple acute urinary tract infection, 50. 0% in 6 cases of chronic and recurrent urinary tract infection, and 

75. 0% in 4 cases of complicated urinary tract infection. 

As to a treatment effect of prostatitis, the result was excellent in 1 case and effective in 2 cases out of 
each 6 cases, effective ratio being 50%. 

As a side effect of the drug, no influence was observed on peripheral blood picture and blood biochemical 
value, setting apart eruption in 1 case and gastrointestinal disturbance in 2 cases.


